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こ
じ
れ
た
日
米
関
係
を
、沖
縄

を
切
り
捨
て
る
こ
と
で
、対
米

従
属
へ
の
復
帰
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
れ
は
、
「
官
僚
支
配

か
ら
の
脱
却
、
政
治
主
導
」
と

言
っ
て
い
た
の
と
は
裏
腹
に
、

首
相
に
な
っ
た
と
た
ん
、
防 

   

衛
官
僚
の
意
向
を
受
け
入
れ
、

当
初
の
「
対
等
な
日
米
関
係
」

は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。普

天
間
問
題
を
「
日
米
合
意
」
に

戻
し
た
こ
と
で
、自
民
党
政
権

と
大
差
は
無
く
な
っ
た
。 

 

鳩
山
政
権
で
は
「
国
民
の

生
活
が
第
一
」
「
４
年
間
は
、

消
費
税
値
上
げ
は
無
い
」
と 

ょ
登
場
し
た
菅
直
人
首
相
に

よ
り
民
主
党
の
支
持
率
は

Ｖ
字
回
復
し
た
か
に
見
え

た
。
国
民
の
多
く
は
、
庶
民
出

身
、市
民
派
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
菅
直
人
首
相
の
誕
生
を
好

意
的
に
受
け
入
れ
た
。 

そ
の
誕
生
は
鳩
山
首
相
の

失
政
を
踏
み
台
に
し
て
、国
民

に
不
人
気
な
小
沢
一
郎
を
叩

く
こ
と
に
よ
り
、急
激
な
支
持

率
の
回
復
を
伴
っ
た
。 

首
相
の
座
に
座
り
、真
っ
先

に
行
な
っ
た
の
が
「
日
米
同

盟
」
の
修
復
。
鳩
山
首
相
に
よ

る
普
天
間
基
地
問
題
の
迷
走
、 

 

鳩
山
政
権
の

支
持
率
が
急
落

す
る
中
、
急
き  

市
内
新
谷
に
あ
る
知
的
障
害
者
通
所
更
正
施
設「
三
島
市
立
佐
野

学
園
」
で
、
建
物
の
老
朽
化
に
伴
う
地
震
対
策
と
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
規
定
す
る
事
業
所
へ
の
移
行
の
た
め
の
新
施
設
建
設
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。 

言
っ
て
い
た
の
が
、
菅
政
権

に
交
代
し
た
と
た
ん
、「
消
費

税
値
上
げ
」
を
言
い
出
し
た
。

し
か
も
、
自
民
党
と
一
緒
に
、

超
党
派
で
「
消
費
税
増
税
」

の
音
頭
取
り
を
し
よ
う
と
い

う
。
菅
政
権
の
閣
僚
を
見
る 

   

と
、
前
原
、
枝
野
、
玄
葉
氏

な
ど
、
小
泉
時
代
に
負
け
ず

お
と
ら
ず
、
対
米
従
属
、
消

費
税
増
税
、
企
業
減
税
な
ど

の
政
策
で
「
新
自
由
主
義
的

色
彩
」
が
強
い
。
ま
た
、
枝

野
幹
事
長
は
民
主
党
き
っ
て

の
改
憲
論
者
だ
と
噂
さ
れ
て

い
る
。
玄
葉
政
調
会
長
は
憲 

 

 

    

る
。 

 

た
。
自
民
党
は
「
国
会
議
員
を

３
割
削
減
す
る
」
と
し
、
さ
な

が
ら
定
数
減
ら
し
合
戦
と
な
っ

て
い
る
。 

▼
比
例
区
の
定
数
を
減
ら
す
こ

と
は
小
政
党
を
国
会
か
ら
閉
め

出
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

日
本
の
議
員
定
数
が
多
い
と
言

う
が
、
人
口
が
日
本
の
半
分
の

イ
ギ
リ
ス
の
下
院
は
６
５
０
議

席
で
あ
る
。 

▼
小
選
挙
区
制
に
よ
り
、
昨
年

八
月
の
総
選
挙
で
は
死
票
が

46
・
3
％
＝
３
２
７
０
万
票

に
も
及
び
、
得
票
と
獲
得
議
席

と
の
乖
離
が
著
し
い
。
小
選
挙

区
で
民
主
党
は
得
票
率
47
・

4
％
で
73
・
6
％
の
議
席
を

確
保
。
反
対
に
自
民
党
の
得
票

率
は
38
・
7
％
に
も
関
わ
ら

ず
議
席
獲
得
率
は
21
・
3
％

に
と
ど
ま
る
。 

▼
第
三
党
以
下
は
さ
ら
に
得
票

と
獲
得
議
席
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大

き
く
な
る
。
民
意
は
国
会
の
議

席
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
小
選
挙
区
制
を
強

化
す
る
議
員
定
数
削
減
は
、
民

意
に
基
づ
く
政
治
＝
民
主
主
義

の
一
層
の
破
壊
を
意
味
す
る
。 

▼
国
会
議
員
に
か
か
わ
る
経
費

の
削
減
が
必
要
な
ら
、
議
員
の

歳
費
な
ど
一
人
の
議
員
の
経
費

を
削
減
す
れ
ば
済
む
。
な
ぜ
、

議
員
定
数
削
減
と
な
る
の
か
。

「
二
大
政
党
制
」
に
は
大
き
な

問
題
が
あ
る
。
民
意
が
多
様
化

し
て
い
る
社
会
で
、
民
意
の
反

映
を
二
大
政
党
に
集
約
さ
せ
る

こ
と
は
、
民
主
主
義
と
根
本
的

に
相
容
れ
な
い
。
「
二
大
政
党

制
」
は
小
政
党
を
排
除
す
る
こ

と
で
、
少
数
者
の
声
が
圧
殺
さ

れ
て
し
ま
う
。 

（「
声
明 

小
選
挙
区
制
と
二
大
政
党
制
に
批
判

を
」
か
ら
抜
粋
） 

 

▼
７
月
11
日
の
参
院

選
投
票
日
を
目
前
に
、

民
主
党
は
「
参
議
院
の

定
数
を
40
程
度
削
減
。

衆
議
院
は
比
例
定
数
を

80
削
減
」
と
打
ち
出
し

法
調
査
会
を
復
活
さ
せ
る
方

針
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
沖

縄
問
題
を
「
反
基
地
闘
争
」
に

は
さ
せ
な
い
と
発
言
し
て
い

る
。自
民
党
保
守
議
員
の
発
想

と
同
じ
だ
。 

彼
ら
を
閣
僚
ポ
ス
ト
に
据

え
た
の
は
菅
直
人
首
相
で
あ

り
、
鳩
山
政
権
の
失
敗
に
、
あ

わ
て
て
舵
を
右
に
切
り
直
し

た
と
し
か
思
え
な
い
。 

郵
政
改
革
見
直
し
を
先
送

り
し
、消
費
税
増
税
と
法
人
税

減
税
を
公
然
と
言
い
出
し
た
。

普
天
間
問
題
で
社
民
党
を
切

り
捨
て
、
更
に
は
、
郵
政
問
題

で
国
民
新
党
を
は
じ
き
出
そ

う
と
し
て
い
る
。こ
れ
で
は
対

米
従
属
、新
自
由
主
義
の
小
泉 
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参
院
選
後
の
政
局
は 

   

消
費
税
増
税
と
菅
政
権
の
行
方 
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政
権
と
変
わ
ら
な
い
。
６
月

17
日
の
朝
日
新
聞
で
は
中
曽

根
元
首
相
が
菅
直
人
氏
を「
市

民
的
保
守
の
政
治
家
」
と
し

て
絶
賛
し
て
い
る
。 

参
院
選
を
前
に
し
て
、
消

費
税
増
税
論
を
に
わ
か
に
持

ち
出
し
、
物
議
を
か
も
す
。

不
公
平
税
制
や
大
金
持
ち
、

大
企
業
へ
の
課
税
強
化
は
放

り
出
し
、
挙
国
一
致
で
消
費

税
増
税
に
向
か
お
う
と
し
て

い
る
。
少
数
政
党
を
排
除
す

る
議
員
定
数
削
減
を
も
用
意

し
て
い
る
。
そ
の
先
は
、
や

が
て
保
守
大
連
立
を
模
索
す

る
の
か
？ 

参
院
選
の
結
果

に
か
か
わ
ら
ず
、
秋
に
向
け

た
政
局
は
激
し
く
な
る
。 

 

知的障害者通所更正施設 

様変わりする佐野学園 
建替え、障害者自立支援法施設へ移行 

 

 

７
月
４
日
、清
水
テ
ル
サ
で

袴
田
事
件
の
救
援
集
会
が
行

わ
れ
た
。
救
援
会
で
は
毎
年
、

１
月
と
７
月
に
現
地
清
水
で

救
援
集
会
を
行
っ
て
い
る
。 

 

２
０
０
８
年
４
月
25
日
、

袴
田
事
件
弁
護
団
は
、獄
中
で

心
神
喪
失
状
態
の
袴
田
巌
さ

ん
に
代
わ
り
、姉
の
ひ
で
子
さ

ん
を
請
求
人
と
し
て
、静
岡
地

裁
に
、第
二
次
再
審
請
求
を
申

し
立
て
た
。 

新
証
拠
は
、事
件
１
年
２
ヶ

月
後
に
、事
件
現
場
の
味
噌
樽

の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
さ

れ
る
５
点
の
犯
行
着
衣
に
関

す
る
も
の
。 

発
見
当
時
、５
点
の
着
衣
は

返
り
血
で
染
ま
り
、明
ら
か
に

血
痕
と
分
か
る
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、救
援
会
が
同
じ
材
質

の
血
染
め
の
衣
類
を
１
年
２

ヶ
月
間
、味
噌
樽
に
漬
け
る
実

験
を
し
た
と
こ
ろ
、衣
は
真
っ

黒
に
染
ま
り
、血
痕
の
識
別
は

で
き
な
か
っ
た
。 

そ
の
こ
と
は
、発
見
さ
れ
た

主
張 

       

始
め
て
い
る
。 

 

検
察
裏
金
を
め
ぐ
る
事
件 

 

集
会
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
、元

大
阪
高
検
公
安
部
長
だ
っ
た

三
井
環
氏
が
演
台
に
立
っ
た
。 

 

三
井
氏
は
在
任
中
に
、検
察

庁
の
裏
金
問
題
を
内
部
告
発

し
た
。と
こ
ろ
が
記
者
会
見
の

直
前
、
２
０
０
２
年
４
月
22

日
、現
職
の
公
安
部
長
と
し
て

突
然
逮
捕
さ
れ
た
。理
由
は
競

売
で
本
人
が
購
入
し
た
マ
ン

シ
ョ
ン
の
居
住
実
態
が
な
い

の
に
登
録
税
を
軽
減
さ
せ
た

と
い
う
も
の
。仮
に
罪
が
あ
っ

た
と
し
て
も
軽
微
な
も
の
で
、

逮
捕
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
異
常
な
事
態
で
あ
っ

た
。 マ

ス
コ
ミ
等
で
は「
裏
金
隠

し
の
口
封
じ
逮
捕
」と
騒
が
れ

た
。
08
年
８
月
29
日
、
最

高
裁
へ
の
上
告
が
棄
却
さ
れ
、

今
年
１
月
17
日
、
三
井
環
氏

は
静
岡
刑
務
所
を
満
期
出
所

し
た
。 

 

検
察
と
い
う
組
織
は
恐
ろ

し
い
。
逮
捕
権
を
持
ち
、
自
ら

の
意
に
沿
わ
な
い
も
の
を
ね

じ
伏
せ
、多
く
の
冤
罪
は
彼
ら

の
メ
ン
ツ
で
つ
く
ら
れ
る
。 

 

      

09
年
度
か
ら
建
設
検
討

委
員
会
に
よ
る
基
本
構
想
計

画
策
定
、
10
年
度
に
基
本
設

計
・
実
施
設
計
委
託
、
地
質

調
査
、
解
体
工
事
が
開
始
。 

  

力
の
向
上
の
た
め
の
必
要
な

訓
練
を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
。 

三
島
市
立
と
い
う
メ
リ
ッ
ト 

現
在
、
障
害
者
施
設
を
「
市

立
」
と
い
う
形
で
自
治
体
が

運
営
し
て
い
る
の
は
近
隣
で

は
三
島
市
以
外
は
富
士
市
の

み
。
沼
津
市
な
ど
は
公
営
施

設
を
民
間
に
委
託
す
る
指
定

管
理
者
制
度
で
行
な
っ
て
い

る
。
三
島
市
に
は
管
理
を
任

せ
ら
れ
る
法
人
や
事
業
所
が

少
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
佐

野
学
園
は
「
市
立
」
を
続
行

し
て
い
く
方
針
だ
と
い
う
。 

民
間
に
任
せ
る
こ
と
は
企

業
努
力
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

利
点
も
あ
る
一
方
、重
度
の
障

害
を
持
つ
人
の
対
応
に
は
困

難
な
面
も
あ
る
。特
別
支
援
学

校
を
卒
業
し
た
ど
ん
な
人
に

対
し
て
も
進
路
先
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、直
営
施
設
で
あ 

 

費
用
は
公
表
の
段
階
で
は
な

い
が
約
２
億
円
の
見
込
み
。

今
年
度
予
算
で
は
改
築
事
業

費
と
し
て
１
８
９
９
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
、

改
築
設
計
業
務
委
託
料
＝
１

５
０
０
万
円
、
地
質
調
査
業

務
委
託
料
＝
３
８
０
万
円
、

手
数
料
＝
19
万
円
。 

自
立
支
援
法
で
の
施
設 

自
立
支
援
法
に
よ
っ
て
従
来

の
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
・

あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し

た
。
佐
野
学
園
は
今
は
移
行

期
間
だ
が
、
12
年
度
か
ら
は

就
労
移
行
と
生
活
介
護
の
事

業
所
と
し
て
出
発
す
る
。「
就

労
移
行
」
は
、
就
労
希
望
者

へ
就
労
に
必
要
な
知
識
お
よ

び
能
力
の
向
上
の
た
め
の
必

要
な
訓
練
、「
生
活
介
護
」
は

自
立
し
た
日
常
生
活
、
社
会

生
活
が
で
き
る
よ
う
生
活
能 

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

住宅リフォーム、塗装、屋根工事 
有限会社ニッセイ住建 

会社代表  李 正浩 
〒411-0020 三島市旭ヶ丘１１－１８ 

Tel＆Fax：055-973-7440 
携   帯：090-6072-7811 
低価格、丁寧な説明、信頼できる仕事内容、  
納得できるアフターケア。 

袴
田
巌
さ
ん
は
無
実
だ 

袴
田
事
件
の
再
審
を
求
め
る
集
い 

一
日
も
早
い
再
審
開
始
を
！ 

る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
と
い
う
考
え
方
だ
。さ
ら
に

将
来
的
に
は
、相
談
支
援
事
業

の
拠
点
と
し
て
三
島
市
全
域

の
障
害
者
の
支
援
の
場
と
な

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
の

新
施
設
で
あ
る
。 

胸
を
は
れ
る
施
設
建
設
を 

 

佐
野
学
園
は
本
来
子
供
用

の
施
設
だ
っ
た
の
で
利
用
者

に
は
使
い
に
く
か
っ
た
が
、こ

こ
で
ど
の
よ
う
な
建
物
に
生

ま
れ
変
わ
る
か
は
三
島
市
全

体
の
福
祉
水
準
が
問
わ
れ
る

の
も
同
じ
。こ
れ
ま
で
の
サ
ー

ビ
ス
水
準
以
上
に
、他
の
自
治

体
に
も
胸
を
晴
れ
る
よ
う
な 

佐
野
学
園
の
沿
革 

佐
野
学
園
は
１
９
６
７
年
、
普
通

学
校
に
就
学
で
き
な
い
障
害
を
持

つ
子
供
た
ち
の
た
め
の
通
所
施
設

と
し
て
発
足
。
佐
野
美
術
館
の
佐
野 

着
衣
は
事
件
後
、
何
ヶ
月
も

後
で
味
噌
樽
に
隠
さ
れ
た

こ
と
を
物
語
る
。
裁
判
所

は
こ
の
矛
盾
を
ど
う
判
断

す
る
の
か
？  

 

弁
護
団
は
検
察
に
対
し

て
証
拠
開
示
も
強
く
求
め

て
い
る
。
布
川
事
件
な
ど

で
は
証
拠
開
示
が
再
審
開

始
の
大
き
な
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
布
川
事
件
は
平

成
21
年
９
月
、
再
審
開
始

が
確
定
し
た
。
足
利
事
件

は
今
年
３
月
26
日
、
宇
都

宮
地
裁
で
無
罪
判
決
が
出

さ
れ
、
裁
判
官
・
検
察
官

が
謝
罪
し
た
。
名
張
事
件

も
、
今
年
４
月
、
再
審
棄

却
を
取
り
消
し
、
判
断
を

差
し
戻
し
た
。 

 

今
年
４
月
22
日
、
国
会

議
員
に
よ
る
袴
田
死
刑
囚

救
援
議
員
連
盟
が
設
立
さ

れ
た
。
５
月
に
映
画
「
Ｂ

Ｏ
Ｘ
袴
田
事
件
」
が
公
開

さ
れ
た
。
袴
田
事
件
の
再

審
が
動
き
出
す
状
況
が
出 

施
設
に
な
っ
て
ほ

し
い
。 

例
え
ば
緊
急
時

の
宿
泊
も
可
能
な

た
め
に
入
浴
施

設
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
や
自
家
発
電

装
置
。
現
在
の
個

別
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
給

食
を
持
続
で
き
る

厨
房
施
設
な
ど
な

ど
、
利
用
者
本
位

の
施
設
の
見
本
を

世
に
示
し
て
ほ
し

い
も
の
だ
。 

（
柊
小
路
） 

 

 

障
害
者
施
設
の
即
売
会 

市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
で
毎
週
水
曜
日
、

市
内
の
障
害
者
８
施
設
が
交
代
で
ク
ッ

キ
ー
・
ケ
ー
キ
等
の
自
主
製
品
即
売
会
を

行
っ
て
い
る
。
一
昨
年
の

12
月
か
ら
は

じ
め
た
。
１
日
の
売
り
上
げ
は
平
均
２
万

円
位
。
現
在
、
本
町
タ
ワ
ー
ビ
ル
３
階
で

常
設
店
も
検
討
し
て
い
る
。 

  

11
年
度
に
建
設
工
事
、
12

年
４
月
に
新
施
設
へ
の
引 

越
し
と
い
う
日
程
だ
。
建
設 

 

き
た
。
現
在
18
歳
か
ら
53
歳
ま
で

の
21
名
利
用
し
て
い
る
。 

建
て
替
え
計
画
の
費
用 

 

隆
一
氏
が
施
設
建
設
に

当
た
っ
て
大
き
く
貢
献

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
『
佐
野
』
と
つ
け
ら
れ

た
。 79

年
に
就
学
が
義
務
化

さ
れ
た
後
、
82
年
か
ら

は
「
知
的
障
害
者
通
所
更

正
施
設
」
と
し
て
養
護
学

校
な
ど
を
卒
業
し
た
18

歳
以
上
を
受
け
入
れ
て

三島市立佐野学園（知的障害者通所施設） 


